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c よいようである0この種は戦後出版の r 日本動物図鑑」には図示されて 
いる。日本に最も普通のコムカデ。 

これら3種は肉眼では無理だが低倍率の顯微鏡下に比較的た易く識別出来 
る。次の点に注意すればよい。 

最後の背^?の後方中央は特異の溝となる。前側方或は側方に起生する長い背板剛毛を 

見ない . ミゾコムカデ 

最後の背板の後方中央の溝は無い。多くの背板には前側方或は側方に起生する背板剛 

モかる ... I . ナ5ゴムカデ 

最後の背板の溝も側方に起生する剛毛も見られぬ。大部分の背板は後方に1対の三角 
状突起を具える . ヤサコムカデ 

(高島春雄） 
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第20信 (1938, 3, 6発信）について申上げましよう。次のようです。 

「2月に頂きました御親切なお，、ガキに対 L 厚くお礼申上げます。あれ以来，琉球産 
のゲジ類を研究しましたが“ Thereuopoda jamashinat という一新種を確認致しま 
L た。又来月は，あなたが送つて下さつた洞穴性のヤスデについての一論文が出るこ 
とになつています 0 

最近私は“ Californiulidae ”という一新科を設定しました。以前1883年に記載 
された Paeromopus Karsch はこの科に入るものでしよう c , 

日本にもこの科に入るものが見つかると思います。 

先日お送り下さつた論文有難く拝受しました。さて日本と支那との戦争はいつ終る 
ことでしようか？ ロシヤというのは文化国家ではありません〇」などと書いてあります 
がここの鲚現在の情勢から，少し省略することに致します。そして次へ。「近く私はミ 
ュソヘン博物館所蔵の多足類に関する研究物をお送りしようと思つています。 

文日本の標品をお送り下さいませ。 







目下私は全世界の陸攘__類の綜合的な研究を1册の畲物に書き上げたととちで 
す。」 

第れ信(1938, 8, 26発信） 

r 御親印に又東部ァジヤ産倍足類を多数お送り下さいまして有難うございました0 

その後それの研究をつづけて，今終つたところです。終りにつけました目録を御ら 
んになればおわかりになります通り，：11の新種と3つの新厲を含んでいました。 

貴国は今戦争中のこととていろいろ御不自由でお暮しのことと思います，だから私 
はあなたの漂品について研究したことをドイッで印刷するように運びましよう。 

それで御採集になつた場所の中「障訪」という所はどこかお知らせ下さい0それか 
ら又第19番の番号がついている標品もフイリッビンのどこで採られたのかお知らせ 
下さいませ Ci 

そのうち私の東部ァジァ麽イシムカデについての論文をお受取りになると想います 
がどうか御受納下さい。 

さて私の団なる願いは，あなたが日-本産の倍足類をさらに多く送つて下さることで 
す0それをもつて，遂に私はや i 信頼するに足る生物地理学的判断を日本に対して下 
すことが出来ると思います0潢りますれ,ば御令息はァメリカへ旅立たれた由，きつと 
あなたのために カリフオルニヤの 多足類を採集なさることでしよう 0 

あなたは戰争を，あらゆる価臆のために早ぐ終るようになさらねばなりません <5戦 
争によつては善いものは何ももたらされることはありません。長期にわたる程，日本 
は疲弊してしまうでしよう，そしてソ速は北から機会をうか义つています。」 

とあります。佘く多足類の研究に関してのこと以外を殆ど手紙に書かれなかつたへ 
ルへフ博士がこVにわずかながらこのような国際関係に対しての御意見を述べられた 


のですが，事実は全くその御忠告の通りになつたことは私にとつては大いなる驚きで 
ありました。 


次に付記せられた倍足類の目録をかきましよう。 

Diplopoda (倍足類） 


1.ivagosima - ? 早罕 

' 2 - Si^uoka; .. Nedyopus ta mb anus, mangae sinus Att. 


3. Kagbsima; Fusiulus kiusiensis n. sp. 

*J. Mt. Unzen; Kmsiozanium n.g. japotticitm n . sp, 
5, Isaku; Niponiellci ornata n. sp. 


6. Rii 卜 Kiu ; Dollchoglyphiu s a spar Verh, 
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Nikko ; Trichozonlum hirsutum Verh. 

Epanerchodus orieutalis 9 takakurai Verh , 

Epanerchodus sp . 

Fusiulus coloratus n . sp . 

10. Koti ; Amblyiulus ( Japanioiulus ) lobatus Verh . 

11. Formosa ; ? 朵 

12. Hokkaido ; Hokkaidaria n . g . hamuligera n . sp . 

13. Epanerchodus sp . 

14. Tokyo ; Fusiulus takakuzoai n . sp . 

16. Korea ; Orthornorpha circofera , affinis Verh . 

17 - - ; Rjtuaaria koreana n . sp . 

ハ，、.、 • 

18. Tokyo ; Font aria {J aponaria ) acutidens , curvipes n . subsp . 

19. Philippines ; Rhopolopoeus n . g . hirstttus n . sp . 

20. Palau ; Platyrhcicus aUemsn n . sp , 

第 22 信 (1938,11, 30 発信) 

「その後お送り下さづた,標品が無事3着致しました。厚くお礼申上げます。じかし尙 
多くの標品をお送り下さいますことをお顧い致します。それによりまして，私は日本 
の倍足類についでの研究を完成に導くことが出来るのです。私はーヶ月ばかり東アル 
ブスで過しました。その間そこで約1530個体の多足類及び等脚類の標品を採集しま 
した。 

その後私はあなたの御令息からお手紙を頂きました。それによりますと私の所を訪 
れて下さるそうですが，しか L 残念ながら私達は意思を十分に諫解し合うことは出来 
ないでしよう。と申しますのは御令息はドイツ語を話されないそうですし私は英語 
をよく聞きわけることが出来ないからです。恐らく御令息は通訳をつれてお出になる 
でしよう0そうすると私は大変によろこばしいのですが。 

さて御質間のことは別紙の通りお答えします。 

(その別紙と申しますのは高桑先生から寶問された英文でか ゞ れた紙片で，そこには， 
あなたが新設された次の厲はどの科に属しますかお知らせ下さい。とあり，それに答 
えられたものです〇) 

Kiusiozonium — Kiusiozoniidae ; Golobognatha 
Hokkaidaria — i — Fontariidae ; Polydesmoidea 


B . Sendai ; 
9. Niiziitia ; 


Koreoaria -- ■ 

犮み吵 a ん /— Sphaerotheriidae ; Opisthandria 
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この夏，私はマウリチウス島の唇足類について研究をしました。 

別便にて新しく出来ました私の論文を進呈致します。」 

第23信（1939, 3, 25発信） 

「何をおいても私は，この度御令息に持たせて下さつた美しい日本の絹織物を頂き， 
その_親切に対 L て深い感謝をさ、げなければなりません0よろこんで私はそれを私 
の娘に与えることにしま L た0 

この冬は私は全く多忙でした。アフリカ，小アジア，マウリチウスそれからアルブ 
ス等の標品を調査 L なければなりませんでしたから。それでまだあなたのお送り下さ 
つた標品を見ていません。しかし間もなくそれについて御返事申上げます。 

それでは又どうか多くの標品をお送り下さいますようにお願い致します。多くの_ 
品によつてこそ私の研究はよい結果にみちびかれるのです。 

あなたは中部ヨ^* ロッバに起つた大変革をお聞きになり ま したか〇ドイッは今や最 
も古いプラーグ大学をもつ チェッコを 占領し ま した。 

やがて私はあ'なたに多くの論文をお送りするつもりです。」 

第 24 信（1939, 6,10発信） 

「その後私はあなたの標品を研究致しました。次のようにお知らせ致します0 
N . 11 Niponiosoma troglodytes n . g . n . sp . 

これ(こよつては新科が建てられると思うのですが，た ゞ 一疋の雄があるのみですから 
もつとお送り下さると有難いと思います。 

N . 1 Sacroprotopiis longiventns n . sp . 

N . 22 Spirobolide 伞 のみ Philippinen 
N * 8 havabates takakuwai n . g . n . sp . 

N .16 Syntelopodeurna hokkaidense n . sp . 

N . 26 Okeanobates serratus n . g . n , sp . 

N . 24 Karteroiuhts niger Att . 

N . 6 Dolichoglyphius asper Verh . 

N . 25 Fusiulus koreanus , boninensis rn . 

N .14 Amblyiulus lobatus Verh . 

N . 3 Riukuipeltis jamashmai n . g . n . sp . 

N .15 Epanerchodus fontium n . sp . 

N . 27 ttedinomorpha formosana n . sp . 

N . li rlokkaidaria hamuligera Verh . 

N . 2 t4>anerchodus inferus n . sp . 
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N . 5 Nedyopus tambanuSy mangae sinus Att . 

N •13 Parnedyopus montanus n . g . n . sp . 

N .19 Orthomorpha gracilis Mein . 

N .10 Kylindogaster nodulosa n . g . n . sp . 

ご覧のようにわずかの標品の中から六つの新厲を確認することが出来ました。この 
事は日本に新種が多い証拠です。私はあなたがさらに多くの標品をお送り下さること 
をお願いします。それによつて私は明らかな日本の動物相の実態を知ることが出来ま 
す。しかし等脚類についてはそれ程のことが出来る資料を私はまだ頂いていません。 
今年の秋は再び南ァルプスに研究旅行を行う予定でいます〇」 

第25信（1939,12, 31発信） 

r 絵ハガキ有難く拝見致しました。富士山のながめはまことに興味深いものでありま 
した。お送り下さる標品はカナダ経由では無くなるおそれがありますからシベリヤ経 
由でお送り下さいませ。おたのみします 6 

戰争中にもか、わらずこの秋私は了ルブスに行つて効果的な新研究をすることが出 
来ました。 

今私は南部ァフリカの標品を研究していますが，その中に絲状の単顗類のヤスデが 
いま t ■て それは体節182もある前代未聞のものです0 

あなたがおたずねになりました “ Mongoliulus” の原記載は Pocock 1903 Ann . 
Mag . Nat . Hist . (7) Vol . 22, No . 71, p . 522 にありますが，しかし更に Attems 
1909 Arkiv for Zoologi , Band 5, No . 3, S . 51 を御覧になるのがいいと思いま 
す。この文献は東部ァジヤの多足類にとつて重要な価値をもつものです。 

近 日のう ちに私の新しい論文を進呈します。」 

これにつ どいて イギリ ス との戦争のことが書いてありますがそれ程こ W こ 必要であ 
りませんから省略致します。 

もう後に四通の書簡が残つているのみとなりました。次にそれについてお知らせし 
ようと思います。 

1949, 8,15,三瓶にて 敬具 


議啓 

第：^信（1940, 2，.ら発信） 

「去る12月奶日枝の御手紙有難く拝見しました 〇 そして又あなたのカナダ経由で 
ぉ送り下さった標品も遂に到着しました。しかしあまり長くか、りました A め標品の 
一部が駄目になっていました。けれど私はその大部 S ; を研究することが出来ました • 
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次にはシベリヤ経由でお送り下さる：！:‘うにおたのみしま十。 

私は今度約1ヶ月間の採集旅行をしました〇そして多足類，等脚類の標品を2000個 
体を越えるほどもとめることが出来ました。 

さて最近私は小アジヤ産の多くの多足顏標品を研究しましたが新種が多く，東部アジ 
V 産のものと比較して興味津々たるものがあります0 

次にアテムス博士の名宛は次のようです。 

Wien Naturhistorisches Museum , Burgring . 

マテムス氏は最早非常な年寄りで書くことも稀ですから，あなたの質問に答えてく 
れるかどうかを私は知りません0 (三好註高桑先生がいつかお話しになつたことがあ 
りますが，ヘルへフ博士の予想の通り，手紙を出してもアテムス博士からは何の返事 
もなかつたそうです)ともかくあなたのお手紙をアテムス氏に廻送致しました。 

次に今印刷されている私の琉球産ゲジ類の論文をやがてお送り出来るであろ r > こと 
を望んでいます〇」 

第27信（これは，、ガキです1940, 5, 30発信） 

「お便り,有難うございました。別便で新しい私の論文をお送りしました 0 この中には 
琉球睦のものが入つています。 

戦争のために印刷が大変遅れるようになつだのですが，しかしそれでも私はやがて 
更に多くの論文をお送りすることが出来ます 0 」 

このハガキにも，又第26信の終りにもィギリスに対する痛烈な批判がなされてい 
ますけれど，考える所あつセそれを省きます0 

第28信（1940,11，8発信） 

「あなたの10月30日•付お手紙有難く拝見しました0そ L てあなたがお見せ下さつ 
たヤスデの原図を同封してお返しします。私はこの図にえがかれた型を “ Uro - 
blaniuhis ” 厲のものと認めることは出来ません。と申しますめはこの厲は後生殖肢 
には退化した端肢をもつのみであり， CL 肛門節に長い一突起をもつているのです。 

あなたは私に標品を送つたとお書きになつていましたがまだ私は受取つていません。 

先日私の所へ日本の若い交換学生が訪れて来まし趁。その学生は私に若干のヤスデ 
の_品を持つて来てくれました。」 

とありますが，この交換学生というのは京都帝大出身の吉井良三氏でありま' し}€1 

この手紙にもィギリスに対して攻撃が加えられていますが省略しまず。 

第细信(1941, 2； 20’発信） 

「お‘遙り下さいました標品，ま文の S !1® J そしておハガキまことに有難く拝受しました。 
お礼申上げます。 
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モ の■品のうちャ X デには次のよ？なものがありました。 
i ベ〇. 9 Epanetxhodus lobatus n . sp . 

No . 9 Epanerchodus orientalis Att . 

No * 4 --- istkazvai n . sp . 

No ，14 Palao : Oheanozonium n . g . ( Siphonophoridae ) 

私は又若干のャスデ標品をあなたの知人であるという吉井氏から頂きま L た 0 吉井 
さんはかなり上手にドイツ語を話されます。春には再び私を訪れると言つていました。 

別便で私は10部の新論文を進呈します 0 

あなたは，あなたの論文について私の意見をお求めになりましたが，私はあなたが 
小さく分けて論文を出されないで線合的なものを出されることを要望します0それに 
よつて煩雑になる多くの文献表題も出来ないというものです。 

私は日本産のツチムヵデ科の綜合的研究をあなたがなさることを提案します。 

私のトルコ産多足類の研究からあなたにはさらに多くの知識を得られることと思い 
ます。やがてお送りします0それは数册の論文です。私はトルコから浩足類，蔣足類 
及び等脚類の標品を約1000個体ほど入手しています。あなたは多分更に東部アジャ 
の標品を送つて下さるでしよ6し，それをもつて私はいよいよ綜合的研究を完成する 
ことが出来るでしよう〇」 

ながながとヘルへフ博土の手紙の内#をおつたえして来ましたが，遂にこれで終り 
ました。 

思えば14ヶ年もつ V けられたこの交涉はまだまだ織続されるはずであつたでしよ 
うに，その後の国際情勢は遂に全くこのような知識の交換を許さないことになつてし 
まいました。第2次世界大戦が終つてから，高桑先生はいつもへルへフ博士のことを 
案じていられましたが，しかし博士の様子は全く不明でその生死の程もわかりません。 

お手紙の中にありますように，高桑先生から送られた多くの資料によりやがて日本 
の綜合的な多足類殊にャスデの研究の完成が，ヘルへフ博士によつて成されようとし 
ていましたのにその後の事情をさえも知ることが出来ないようなことになつて乙まい 
ました0 

私はヘルへフ博士のお手紙を読み終えてさまざまな思いにふけりました〇 14 ヶ年の 
間いつも同じ広さの用紙に同じ字体で同じように倚足類と等脚類との漂品を求めつづ 
けられていることも私は深い感銘を受けたことの一つです。そして又，たえ間もなく 
何百何千という標品を勉理して行かれた勢力的な研究の様子も‘うかビえて驚かずには 
いられません。 X この29通の書簡の中に T 自身の研究のこと以外には一--たとえばそ 



(118) 

の夫人の死についてさえも簡単に記されたにすぎず，終りに3丘ずいた数通の手紙にイ 
ギリスに対する憤りの言葉が若干書かれていたとはいえ 1 —殆ど全くふれていられな 
いということは又私にとつてはへルへフ博士の為人を知るに十分であります。 

手紙には往々その当事者でなくては理解されがたい言葉が織り込まれているもので 
す〇にもか v わりませず私のように初歩の力しかドイッ語に対してもつていない者が 
これを飜訳したのですから誤訳も多いこと,、想いますが，それでも私はこの貴重な手 
紙をじつと1人でしまつておくことが出来なかつたのです。私達は明治20年前後，日 
本の植物学者が多くの標品を外国の学者殊にロシヤのマキシモゲイッチ先生等に送つ 
てその教えを受けたということを聞いています。しかしいつ如何なるものが誰によつ 
て送られたか，いつどの植物の学名を知らされたかにつ V 、ては全く知ることが出来ま 
せん。若 L 今それを知ることが出来ますなら，それはどんなに私達にとつて興味ある事 
で有りましようか，そのような意味においても，私がこれ迄何回かのお手紙によつてお 
伝えしましたこのへルへフ博士の手紙の内容には深い興味をお持ち下さつたことと想 
います。 

ご覽のように，高桑先生が送られた標品によつて多くの新属新種が発見せられまし 
た。全く不明であつた日本の多足類殊に倍足類はどんどん明らかに'されて行きました。 

このことは移勤力のとぼしいしかも特殊な環境にすむヤスデ類が隔離によつて種が 
分化して行くことの著しい傾向をもつ動物の一群であることを示しているかと思うの 
ですが，しかしこ、ではそのようなことに就いては何も申上げようとは思いません。た 
I 日本に産するヤスデが殆ど新種であり又新属であつたということは将来の研究にも， 
ある暗示を与えるものであることを否定することは出来ないと思います。 

思えば ヘルへフ 博士は，あなたが書いていられましたように スブ 9ツ ターで ありま L 
た e しかも他国人の研究に比べてドイツ人のした仕事を,殊に御自分の仕事の価値を大 
きく認めていられたと想える点が少くありません。 

終りに，いつもョーロッパから自分が同定して正確と信ずる多足類の標品を，高桑先 
生の比較研究の資料として送りつづけられた床しいヘルへフ博士のお心をおもい，第 
2次世戰大戦によつて限り無く悲乙い生活に追いこまれたであろうことを想いながら 
ヘルへフ博士の手紙に ついての 感想を終ります 0 

高桑先生がお送りになつた多くの日本産多足類の標品，殊に多くの模式標品，.いやそ 
れどころではありません 0 世界各地から集つていた無数の標品はどうなつたことであ 
りましようか0しかし仮令それが無くなつていたにしましても私はそれほど悲歎に暮 
れようとは思いません。残念にはちがいありません。けれども，いつ迄も残るものは文 
献であつて標品そのものでは無いでしよう。何百何千と世界にばらまかれ fc 論文は，1 
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ヶ所に保存せられている標品より——それがいかに大切に保管されているにしても 
—長^、生命をもっものだと信じています。液漬標品の場合には一層のことですが，百 
年の将来を考えてさえも，いや或は数十年後には早くも再調査の役にた、なくなる生物 
標品もあるように思います 0 ムカデ，ヤスデの類は何年の保存にたえるでしようか，そ 
れほど長いとは思えません。その場合には同種の最もそれに近い標徴をもっものが身 
代り標品になるのでしよう。しかし，とにかく，古くなって色もあせ，用心しないと碎 
けてしまいそうな標品を大事勿体に守っているのは少し滑稽なようにも思います。物 
的証拠と再査のために模式標品の重要性を否定するものはないでしよう。けれども日 
常私ともが活用 L 得るものは文献であり，長い生命あるものも亦文献です 0 したがって 
心から『軽卒な観察により簡単な記載をなして新種の設定,または既知種への同定をな 
すことは厳に愼しむべきことである』とっくづく思う者であります。 

1949. 8. 31三瓶にて 敬具 

第3信 

n . g . = novum genus 新厲 n . sp . = nova species 新種 
No . 29 フトケヤスデ 
No . 25 マクラギ■ヤスデ 
No , 24 ヤケヤスデ 
No . 8 — 9 タカナガズジムカデ 
捧太産=カラフトキヨクジムカデ 
No. IV ヨコジムカデ 
No. 2 セスジアカムカデ 
No . 18 イツスンムカデ 

第5信 

No . 29 フトケヤスデ 

No . 31= Epanerchodtts orientalis takakmvai V . タカヒガシオビヤスデ 
No . 35 二 Niponia nodulosa^Niponiella noaulosa = Onoma topi anus noduhsus 1 ^ マ 
クラギヤスデ 
No . 24 ヤヶヤスデ 

No . 26 Orthomorpha circophoro ~ O . circafe? a キマダラヤヶヤスデ 
No . VI ブチナガズジムカデ 
樺太二カラフトキヨクジムカデ 
No , 8—9 タカナガズジムカデ 
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Mo , 19 

マドナガズジムカデ 




No . IV 

• 亨コジムヵデ 




No / 2 

セスジ了カムカデ 




No . 2 

.ョスジ了カム> カァ 




No .14 

ゲジムカデ 




No .18 

イツスンムカデ 




No .13 

イシムカデの一種 




No .12 

ヒトフシムカデの—種 




第 7 信 





No . 27 

丁カヒラタヤスデ 

No . 

21 

p 

No .14 

テングヒラタヤスデ 

No . 

2 

ノ コババヤスデ 

No . 38 

タカサゴミコシヤスデ 

No . 

20 

ウマ ガエシア カヤス デ 

No .17 

ヘルへ フフジヤスデ 

No . 

22 

マンシウヤケヤスデ 

No . 24 

ヤヶヤスデ‘ 

No . 

47 

ヤマトタマヤスデ 


No .16 aponaria falcifera = へラババヤスデ 


No . 

19 

タカクワヤスデ 



No . 

40 = 

Japonana acntidens 

ニクイロババヤスデ 

No . 

39 = 

-Japonaria attemst 

アテムスババヤスデ 

No . 

24 

ヤヶヤスデ 



No . 

6 

ナガゲジムカデ No . 

18及び37イツスンムカデ 

No . 

12 

カラフトイシムカデ 

No . 15 

ハ—ゼイシムカデ 

No . 

34 = 

: I\4onotarsobins crasstpes Holstu 

ホルストヒトフシムカデ 

No . 

15 

ハ—ゼイシムカデ 



第 12 信 




No ； 

16 

タテウネホラヤスデ 

Na 11 

ヤヶヤスデ 

No . 

3 = 

: Fusjulus yamasinai 

ヤマシナフジヤスデ 

No 

2 = 

7 

No . 8 

ホラオビヤスデ 

No . 

22; 

J aponaria lammata 

armigera 

キシヤヤスデ 

No . 

1 

クロオキナ 7 ヤスデ 

No . 21 

オキナ7ヤスデ 

No . 

9 = Yamasinaium noduligemm ヤマシナヒラタヤスデ 

No . 

19 = 


No . 13 

シラギアカヤスデ 

No . 

11 

マガイアカヤスデ 

No . 4 

モヤスデ 



No.15 イマ イツ スン ムカデ 

第び信' 

No, 13,14 ネジベバヤスデ 
No, Vo—Japonaria laminata 
No.19 十キナヮヤスデ 
No. 25 ケイリンフジヤスデ 
No. 21 マサキヤヶヤスデ 
No. 8 ツチオビヤスデ 
No. 18 ヤマシナタマヤスデ 

第21信 

No. 2 ウマガエシアカヤス デ 

No* 4 = ? 

No. 6 ヒモヤスデ 
- タカヒガシオビヤスデ 

No. 10 / apanioiulus lohatns 

No.12 二？ 

No.16 マン シウヤケヤスデ 

No. 17=? 

No. 19=? 

第24信 
No. 11=? 

No. 8 = ? 

No. 26 ヒロ ウミヤスデ 
No. 6 ヒモ ヤスデ 
No. 14-? 

No. 15 a シロオビヤスデ 
No. 37=? 

No. 5 ウマガエシアカヤスデ 
No. 19 ヤヶヤスデ 
第 29 .信 

no . 9ナガトゲオビヤスデ 
No, 4 チビシロオビヤスデ 


No. 15 コマイ ツスンムカデ 

No. 28 ヤサババヤスデ 
laminata オビババヤスデ 

No. 23 プチババヤスデ 
No. 6 フジヤスデモドキ 
No. 26. コマオビヤスデ 
No. 27 シラギ了カヤスデ 


No. 3=? 

No. 5=? 

No. 7 アカヒラタヤスデ 
No. 9=? 

フジヤスデモドキ 

No. 14= ? 

No. 18 二？ 

No. 20= ? 

No. 1 二？ 

No. 16 エゾミコシヤスデ 
No. 24 クロヒメヤスデ 
No. 25 オガサ 7 ラフジヤスデ 
No. 3 ミイツヤスデ 
No. 27=? 

No. 2=? 

No. 13 = ? 

No.10 タメトモヤスデ 

No. 9 ヒガシオビヤスデ 
No, 14-? 
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